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第１ 砂利採取法の概要 

１ 概要 

砂利採取法は、昭和４０年代、土木・建築工事の増大につれて、砂利の採取に伴う災害が社会的問題となったため、砂

利採取業者の登録、採取計画の認可その他の規制を行うことにより災害の防止を図ることを目的として昭和４３年に制

定されました。 

 

２ 砂利採取法が適用される砂利 

砂利採取法が適用される砂利は、一般に砂、砂利、栗石、玉石など丸みを帯びたもので、概ね直径が３０cm 以下のも

の。直径が３０cmを越えるものは転石と呼ばれ、採石法が適用されます。 

 

３ 砂利採取業とは 

砂利採取業とは、前記の砂利を採取する（洗浄のみを行う場合を含む。）事業で、営利、非営利に関係なく、砂利の採

取を目的として反復継続して行う態様のものをいう。具体的な行為が砂利採取業に該当するか否かについては、次を参

考に個別に判断することとなります。 

① 個人が庭を修理するために一時的に砂利を採取する行為は砂利採取業に該当しません。 

② 宅地造成工事、土地改良工事その他の建設工事の施行箇所において生じた砂利を採取する行為は砂利採取業に該

当しません。ただし、これらの工事であっても、販売や他の場所で使用する目的をもって砂利の採取を行っている

場合は砂利採取業に該当します。 

 

４ 砂利採取業の登録制度（広島県事務） 

砂利採取業を行おうとする者は、広島県知事の登録を受けてください。 

（砂利採取法第３条） 

 

５ 砂利採取計画の認可制度（広島市事務） 

砂利採取業者は、砂利の採取を行おうとするときは、当該砂利の採取を行う場所ごとに採取計画を定め、広島市長（当

該砂利採取場の区域の全部又は一部が河川区域等の区域内にあるときは河川管理者）の認可を受けなければなりません。

（砂利採取法第１６条） 

 

６ 認可の基準（砂利採取法第 19条） 

  認可申請があった採取計画に関して、当該採取計画に基づいて行われる砂利の採取が他人に危害を及ぼし、公共の用

に供する施設を損傷し、又は他の産業の利益を損じ、公共の福祉に反すると認めるときは、認可できません。 

  また、海砂利の採取は、広島県により、平成 10年 2 月に全面禁止されています。 

 

７ 技術的基準 

  この技術基準は次のとおりです。 

・広島市陸砂利採取計画認可基準（平成２１年４月１日施行）（以下「砂利採取計画認可基準」という。） 

 

８ 砂利採取の廃止 

  認可を受けた者は、砂利採取が完了したときは、市長に廃止届を提出し、跡地が計画図面通り完了しているか確認を

受けなければなりません。 

  市長は、確認の結果、認可の内容に適合していると認めたときは、廃止届の受理書を認可を受けた者に交付します。 
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 第２ 認可事務の手続 

１ 事前審査・申請から完了までの流れ 

砂利採取計画認可事務フロー 

（１）事前審査 

申 請 者 広島市（宅地開発指導課） 他法令等 

   

 

認可申請書の提出 

指示事項の提示 

(添付書類等) 
指示事項の修正 

意見書の受取 

対応書の提出 

認可申請書の受付 

審    査 

修正事項の受付 

チェック 

関係課へ意見依頼 

現地説明会 

対応書の受理 

・道路法（道路加工承認等） 
・河川法 
・文化財保護法 
・普通河川等保全条例等 

・官民境界証明等 

・その他 

他法令で許認可等を要する

ときにそれらの許認可等を

証する書類の写しを添付 

他法令の申請 

修正書類の提出 

意  見  書 

意見書の提示 

事前審査終了 

手数料納付書交付 

手数料納付書受取 
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（２）申請等 

申 請 者 広島市（宅地開発指導課） 

  

 

手数料領収証書提示 認可申請書の受理 

認可通知書の受理 

着手届出書の提出 

砂利採取完了 

廃止届の提出 
廃止届の受取 

関係課へ検査依頼 

廃止届受理書受取 

必要な措置の実施 

着手届出書の受理 

砂利採取着手 

審   査 

認可通知書の

交付から廃止

届を受理する

までの期間に

おいて、災害等

の発生を防止

するため、申請

者に対し、指

導・措置命令を

行い、それに従

わない場合は

罰則規定を適

用することが

あります。 

変更事項の発生した場

合は（３）変更申請等を

参照して下さい。 

 

認可通知書の交付 

完 了 検 査 

基準に不適合の場合

は、必要な措置の指導

をします。 

 

基
準
に
適
合 

廃止届受理・交付 
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（３）変更申請等 

許可堆積者 広島市（宅地開発指導課） 他法令等 

    

 

変更認可申請書の提出 

  

・道路法（道路加工承認等） 

・河川法 

・文化財保護法 

・普通河川等保全条例等 

・官民境界証明等 

・その他 

指示事項の修正 

修正事項のチェック 

意見書の受取 

対応書の提出 対応書の受理 

変更認可通知書交付 変更認可通知書の受取 

変更認可申請書受理 

審    査 

他法令で許認可等を要する

ときにそれらの許認可等を

証する書類の写しを添付 

 

 

変更認可申請書の受付 

修正書類の提出 

意見書の提示 

手数料領収証書提示 

変更事項の発生 

他法令の申請 

（変更によって必要

となった時） 

指示事項の提示 

（添付書類等） 

関係課へ意見依頼 
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２ 事務手続の説明等 

(1) 事前審査 

区分 項   目 説     明 備 考 

１ 
認可申請書の提出 

認可申請書を事前に審査します。  
認可申請書の受付 

２ 

審査 ア 必要な図書が添付されているか、図面が技術基準に適合してい

るかなどを審査します。 

イ 指示事項に審査内容を記載し、申請者に提示しますので、添付

書類等の修正等をしてください。 

ウ 提出された整備図書を審査し、不整合な箇所は再度指示しま

す。    

 

指示事項（添付書類等） 

添付書類等の提出 

添付書類等のチェック 

３ 関係課へ意見依頼 

ア 関係課へ意見依頼を行います。 

イ 併せて現地説明会の開催を要望しますので、立会ってくださ

い。 

ウ 関係課へ事前に必要な書類を配付しますので、申請者は必要部

数を用意してください。   

 

４ 現地説明会 
現場で、申請内容を説明してください。 

※特に道路・水路関係は明確にしてください。 
 

５ 意見書 
ア 関係各課の意見を取りまとめた意見書を提示します。 

・申請者は他法令関係も整備してください。 
 

６ 

対応書の提出 

ア 申請者は意見に対する対応書を作成してください。 

 作成にあたっては、関係課と十分協議し、回答する対応書の写

しを当該関係課の担当者に事前に提出しておいてください。 

・意見に対する整備状況を記載し、記名した上で、提出してくだ

さい。 

イ 申請書類の最終チェック(構造計算等)を行います。 

ウ 提出された対応書の整備状況等を審査します（関係課に整備状

況を確認します。）。 

 

対応書の受理 

７ 事前審査の終了 事前審査が終了した時点で、手数料納付書を交付します。  

 

 

(2) 申請等 

 ア 認可 

区分 項   目 説     明 備 考 

１ 手数料の納付 
事前審査が終了した時点で、手数料を納付し、領収証書を提示し

てください。 
 

２ 認可申請書の受理 
ア 認可申請書の受理の決裁を取ります。 

イ 申請図書（正、副）に受付印を押します。 
 

３ 認可申請書の審査 最終のチェックをします。 正、副各一部 

４ 認可 

ア 認可申請の決裁を取り、認可を行います。 

イ 申請書とともに提出して頂いた申請図書（副）をお返しします

ので、保管してください。   
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イ 砂利の採取・廃止 

区分 項   目 説     明 備 考 

１ 

砂利採取着手 
申請者は認可後、砂利採取に着手する10日前までに砂利採取着手届出書を提

出してください。 
 

砂利採取標識の設置・ウ

ェブサイトへの掲載 

ア 砂利採取に着手する前に様式第10号の標識を現場内に設置してくださ

い。また、標識の設置場所は、公道等から見えやすい位置としてください。 

イ 以下に該当する場合を除き、標識の掲載内容をウェブサイトに掲載して

ください。 

  ・常時雇用する従業員の数が20人以下である場合 

  ・自ら管理するウェブサイトを有していない場合 

ウ 変更認可後には、標識等の内容を速やかに修正してください。 

 

２ 

砂利採取廃止届（完了） ア 認可を受けた者は、砂利採取が完了したときは、市長に廃止届を提出し、

跡地が計画図面通り完了しているか確認を受けなければなりません。 

イ 砂利採取が完了した場合は、砂利採取廃止届を提出してください。 

・跡地整備が完了していることの検査を実施するため、関係課に立会いを

依頼し、当課と合同で検査を行います。   

 
関係課へ依頼 

完了検査 

３ 廃止届の受理 
市長は、確認の結果、認可の内容に適合していると認めたときは、廃止届の

受理書を、認可を受けた者に交付しますので、大切に保管してください。 
 

 

(3) 変更申請等 

区分 項   目 説     明 備 考 

１ 変更認可申請書の提出   

２ 変更認可申請書の受付   

３ 

審査 ア 必要な図書が添付されているか、図面が技術基準に適合しているかなど

を審査します。 

イ 指示事項に審査内容を記載し、申請者に提示しますので、添付書類等の修

正等をしてください。 

ウ 提出された整備図書を審査し、不整合な箇所は再度指示します。   

 

指示事項（添付書類等） 

添付書類等の提出 

添付書類等のチェック 

４ 関係課へ意見依頼 

ア 関係課へ意見依頼を行います。 

イ 関係課へ必要な書類を配付しますので、申請者は必要部数を用意してく

ださい。   

 

５ 意見書 
ア 関係各課の意見を取りまとめた意見書を提示します。 

・申請者は他法令関係も整備してください。 
 

６ 

対応書の提出 
ア 申請者は意見に対する対応書を作成してください。 

 作成にあたっては、関係課と十分協議し、回答する対応書の写しを当該関

係課の担当者に事前に提出しておいてください。 

・意見に対する整備状況を記載し、記名した上で、提出してください。 

イ 変更申請書類の最終チェック(構造計算等)を行います。 

ウ 提出された対応書の整備状況等を審査します（関係課に整備状況を確認

します。）。  

 

対応書の受理 

７ 手数料の納付 対応書受理後、手数料を納付し、領収証書を提示してください。  

８ 変更認可申請書の受理 
ア 変更認可申請書の受理の決裁を取ります。 

イ 申請図書（正、副）に受付印を押します。 

正、副 

各一部 

９ 変更認可 

ア 変更認可申請の決裁を取り、変更認可を行います。 

イ 申請書とともに提出して頂いた申請図書（副）をお返ししますので、保管

してください。   
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第３ 認可申請要領 

１ 認可申請書作成要領 

 

 

区     分 内          容 

  

認

可

申

請

書 

砂利採取場の区域 ・掘削区域、表土置場、洗浄区域の所在地は、各場所の地番まで全てを記載してくだ

さい。 

・また、面積についても、各場所の面積を小数点第２位まで記載してください(小数

点第３位切捨て)。 

・欄内に記載できない場合は別紙に記載してください。 

採取をする砂利の種類及

び数量 

・数量（体積）は、小数点第２位まで記載してください(小数点第３位切捨て)。 

 

 採取の期間 ・記載例 採取した日から○○日間      

 砂利の採取の方法及び採

取のための設備その他の

施設に関する事項 

・様式別紙１に記載してください。 

・また、別紙 1に記載する数量については、小数点第２位まで記載してください(小

数点第３位切捨て)。 

 砂利の採取に伴う災害の

防止のための方法及び施

設に関する事項 

・様式別紙２、３に記載してください。 

・また、別紙２、３に記載する数量については、小数点第２位まで記載してください

(小数点第３位切捨て)。 

 採取した砂利の水切りの

方法及び設備の関する事

項 

・様式別紙３に記載してください。 
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２ 関係書類・図面 

採取計画認可申請書及び添付書類は次の表によるものとする。 

種  類 様  式 備  考 

砂利採取計画認可申請書 様式第 1 号  

添
付
書
類 

位 置 図  
・原則縮尺５万分の１の地図とし、砂利採取場の位置を

朱色で着色する。 

見 取 図 様式第２号  

実測平面図、実測横断面図、 

実測縦断面図 
 

・図面の縮尺は、原則として実測平面図は５００分の１

から６００分の１、実測横断図は１００分の１から２

００分の１、実測縦断面図は１,０００分の１から２,０

００分の１とし、実測縦横断面図には、それぞれ当該

地番の計画地盤面を記載する。 

登録通知書（写）  ・登録権者からの登録通知書の写し。 

砂利採取場の 

管理監督計画書 
様式第３号  

権原を有することを 

示す書面 
 

・押印は、印鑑登録制度において登録した印鑑を使用し、

印鑑（登録）証明書を添付する。 

・申請者の土地の場合は、土地登記簿謄本又は土地の売

買契約書の写し。 

・他人の土地の場合は、砂利を採取する旨を内容とする

土地所有者、耕作者等との契約書の写し又は砂利を採取

することについての土地所有者、耕作者等の同意書。(掘

削埋立同意書：様式第12号) 

他の行政庁の許可、 

認可等を示す書面 
 ・許可書の交付を受けていない場合には、申請書の写し。 

採取跡の埋め戻し用土砂が 

確保されていることを示す書面 
 

・埋め戻し用の土砂の搬出元が自己所有の土地の場合

は、土地の登記簿謄本又は、土地売買契約書の写し。 

・押印は、印鑑登録制度において登録した印鑑を使用し、

印鑑（登録）証明書を添付する。 

・他人所有の土地の場合は、土砂等を採取する旨を内容

とする土地所有者との契約書の写し又は土地所有者の

同意書。 

・土砂等を他から購入する場合は、購入契約書の写し。 

 

埋め戻し用土砂の 

搬入経路を記載した書面 
様式第４号  

採取した砂利の搬出方法及び 

搬出経路を記載した書面 
様式第５号  

その他参考となる事項を記載した

書面または図面 
 

・公図の写し、現況地番図、丈量図、周辺状況図。 

・砂利採取地の隣接者の同意。(掘削埋立に伴う隣接同意

書：様式第 13号) 

・砂利の洗浄水を河川から取水する場合は、河川法第２

３条に基づく河川管理者の許可書。 

・砂利を搬出する場合に、私人の管理する道路を通行す

る場合は、当該管理者の同意書。 

・砂利採取に伴い民有地を通行又は排水する場合は、通

行同意書又は排水同意書。 

・その他参考となる図面。 
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砂利採取着手届 

砂利採取の着手届の様式は次の表によるものとする。 

種  類 様  式 

砂利採取着手届出書 様式第８号 

 

砂利採取標識 

砂利採取標識の様式は次の表によるものとする。 

種  類 様  式 

砂利採取標識 様式第 10 号 

 

業務状況報告書 

業務状況報告書の様式は次の表によるものとする。 

種  類 様  式 

業務状況報告書 様式第 11 号 

 ※業務状況報告書については、砂利採取場ごとに毎年4月末日までに経済産業大臣に提出してください。 

 

砂利採取廃止届 

法第２４条の規定による砂利採取の廃止届の様式は次の表によるものとする。 

種  類 様  式 

砂利採取廃止届書 様式第９号 

 

採取計画の変更認可申請 

法第２０条第１項の規定による採取計画の変更申請の提出書類については次の表によるものとする。 

種  類 様  式 

採取計画の変更認可申請書 様式第６号 

添 付 書 類 採取計画の変更により記載内容の変更を要するもの 

 

採取計画の軽微な変更の届出 

法第２０条第２項の規定による採取計画の軽微な変更の提出書類については次の表によるものとする。 

種  類 様  式 

軽微な変更届書 様式第６号の２ 

添 付 書 類 採取計画の変更により記載内容の変更を要するもの 

 

氏名等の変更の届出 

届出様式は次の表によるものとする。 

種  類 様  式 

氏名等変更届書 様式第７号 
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３ 着手 

  砂利採取に着手するときは、速やかに「砂利採取着手届出書（様式第８号）」を提出してください。 

  届出書には次のものを添付してください。 

１ 実施工程表 

２ 砂利採取標識の設置写真及び設置場所の位置図 

３ その他市長が必要と認めるもの 

    

４ 廃止 

  採取が完了したときは、「砂利採取廃止届書（様式第９号）」を当該完了の日から起算して 10 日以内に提出してください。 

  なお、廃止届には、次のものを添付してください。 

１ 工事写真 

２ 土砂等の搬入搬出に関する書類 

３ 出来形（平面図、断面図等） 

 工事写真 

区 分 内 容 

１ 工事写真の内容 

ア 着手前及び完成後の状況 

イ 施工状況  

※施工後に不可視となる部分については工事写真で施工寸法が確認できるよう特に

注意して撮影してください。 

黒板等に右の項目を適宜記載し、

被写体と共に撮影してください。 

ア 工事名 

イ 工種等 

ウ 測点（位置） 

エ 略図 

オ 設計寸法 

カ 実測寸法 

２ 工事写真帳  
 施工区分ごとに整理し、撮影日時・場所・施工内容等を記入してください。 

 なお、必要に応じてインデックスを付けてください。 
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第４ その他 

１ 事前相談 
   砂利採取を行う場合には、認可申請の要否について判断しなければなりません。 

   このため、市においては、次の資料を基に、現地調査等を行い、認可申請の要否について事前にお答えしています。 

・ 砂利の採取を行う場所、面積及び体積が確認できる資料 

・ 現況写真 

・ その他、判断ができない場合は必要に応じて資料を求める場合があります。 

 

 

２ 住民等への周知及び紛争防止 

認可申請後、砂利採取の概要を周辺地域の住民等に周知させ、また、近隣住民との紛争を未然に防止するとともに紛

争が生じた場合は、その解決に誠意をもってあたってください。 

  なお、調整経緯について報告書等の提出を求める場合があります。  
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３ 砂利採取法に関する監督・命令 

業者登録・採取計画認可制度の実効性を担保し、災害防止を図るため、砂利採取法では、次のとおり必要な命令 

をすることができる。 

 

項    目 内      容 

砂利採取業者登録の取消し・ 

事業停止命令 

（砂利採取法第１２条） 

砂利採取業者登録の取消し（登録の消除）又は６ヶ月以内の事業の全部若しくは

一部の停止 

（要件） 

○ 砂利採取法の規定による罰金以上の刑に処せられたとき。 

○ 業務主任者が死亡、解雇等によって、不存在の状態が２週間以上続いて 

いるとき。 

○ 登録事項に変更があるときに届出をせず、又は虚偽の届出をしたとき。 

○ 採取計画の認可を受けずに砂利の採取を行ったとき。 

○ 採取計画の認可を取消されたとき。 

○ 不正の手段により砂利採取業者の登録を受けたとき。 

採取計画の変更命令 

（砂利採取法第２２条） 

 認可を受けた採取計画の変更 

（要件） 

自然災害などによる状況の変化により、当初定めた採取計画では災害の防止が

図れないと認めるとき。 

※災害防止の方法を砂利採取業者の選択に委ねる時間的な余裕があるとき。 

緊急措置命令 

（砂利採取法第２３条第１項） 

災害防止のため必要な措置又は砂利採取の停止 

（要件） 

 災害が発生し、又は災害の発生が急迫しており、緊急の必要があると認めると

き。 

※災害防止の方法を砂利採取業者の選択に委ねる時間的な余裕がないとき。 

法違反者に対する命令 

（砂利採取法第２３条第２項） 

 採取跡の埋め戻しその他砂利の採取に伴う災害の防止のため必要な措置 

（要件） 

○ 登録を受けずに砂利採取業を行ったとき。 

○ 採取計画の認可を受けずに砂利の採取を行ったとき。 

○ 認可を受けた採取計画に従わずに砂利の採取を行ったとき。 

認可の取消し・砂利採取停止命令

（砂利採取法第２６条） 

 採取計画の認可の取消し又は６ヶ月以内の砂利採取の停止 

（要件） 

○ 採取計画の認可に付された条件に違反したとき。 

○ 認可を受けた採取計画に従わずに砂利の採取を行ったとき。 

○ 採取計画の変更命令、緊急措置命令に違反したとき。 

○ 不正の手段により採取計画の認可を受けたとき。 

   

 

 

 

 

 

 



- 13 - 

４ 砂利採取法に関する罰則 

業者登録・採取計画認可制度の実効性を担保し、災害防止を図るため、砂利採取法では、次のとおり罰則が設 

けられている。 

  

項    目 内      容 

１年以下の懲役又は 

１０万円以下の罰金※ 

（砂利採取法第４５条） 

○ 登録を受けずに砂利採取業を行った者 

○ ３の命令に違反した者 

○ 認可を受けず、又は認可を受けた採取計画に従わず砂利の採取を行った者 

３万円以下の罰金※ 

（砂利採取法第４６条） 

○ 登録事項の変更を届出をせず、又は虚偽の届出を行った者 

○ 帳簿を備えず、必要事項を記載せず、若しくは虚偽の記載をし、又は帳簿

を保存しなかった者 

○ 業務状況の報告をせず、又は虚偽の報告をした者 

○ 検査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して答弁をせず、若し

くは虚偽の答弁をした者 

１万円以下の過料 

（砂利採取法第４８条） 

○ 砂利採取業の承継、廃止、採取計画の認可に係る氏名等の変更、砂利採取

の廃止の届出をせず、又は虚偽の届出をした者 

○ 標識の掲示をしなかった者 

  ※印については両罰規定あり。 

 

 

 


